
事 業 名 火山噴火・地震防災啓発事業 

実  施  主  体 
松本地方事務所地域政策課（10/5セミナーは焼岳火山噴火対策協議会、

乗鞍岳火山防災協議会との共催）、松本地方事務所環境課 

実 施 時 期 １ 平成 27 年 8 月 27 日（木） ２ 平成 27 年 10 月５日（月） 

実 施 概 要 

１ 目的 

 松本地域が直面している防災上の課題（焼岳噴火、糸魚川-静岡構

造線断層帯を震源とする内陸直下型地震）をテーマに「防災セミナ

ー」を開催し、地域住民・登山者・観光事業者等の防災知識の普及

と意識啓発を図るとともに、自助・共助の取組を促進する。 

 

２ 内容（自助・共助で高める地域防災力セミナーとして実施） 

(1)「大地震に備える」 

・日時、場所：H27.8.27（木）13:30～、松本合同庁舎講堂 

・参加者：地域住民、自主防災組織役員、県・市村職員等 150 名 

○講演「長野県の地質条件と地震被害～活断層が作った生活の場～」 

 講師：大塚勉氏（信州大学全学教育機構教授） 

○事例発表「松本地域における自助・共助の取組について」 

 発表者：管内市村 

○展示 自然エネルギーを活用した防災用品の展示・紹介 

(2)「火山との共生を目指して」 

・日時、場所：H27.10.５（月）13:30～、松本合同庁舎講堂 

・参加者：焼岳周辺住民、登山者、山岳ガイド、観光事業者、 

焼岳乗鞍岳火山防災協議会会員等 160 名 

○講演①「御嶽山噴火に対する思い」 

    講師：小川さゆり氏（山岳ガイド） 

○講演②「焼岳との共生を考える～大正池誕生から 100 年～」 

講師：及川輝樹氏（産業技術総合研究所主任研究員） 

○同時開催「火山を知る展」（H27.10.5～14）合庁ロビー 

事 業 費 

（ 主 な 使 途 ）  
70,774 円（講師謝金等） 

効 果 

○住民・山岳ガイド・観光事業者等の防災意識の啓発、危機管理能力

の向上につながった。 

○自助・共助の取組の機運醸成 

今 後 の 取 組  

自助・共助の取組についての重要性を理解してもらうよう引き続き

啓発を実施していくとともに、地域が抱える災害リスクについて学べ

る場を設ける。 

 


